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目指します！
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東証2部上場

東証1部上場

JASDAQ上場

2020年3月期

高収益の維持と株主への還元

東証一部上場企業平均
8.8%

（2020年3月期）

ROE20％を目指す
（2020年3月期）

ROE 19.5％ 配当性向 46.6％

配当性向45％以上

バブル崩壊

ITバブル崩壊

世界同時不況
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■ 売上高（単位：百万円）
前期比
10.2％UP

2,833
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1,968
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■ 営業利益（単位：百万円）

提案力の
クラウド

フィンテック ERP
業務システム構築

インフラ構築 セキュリティ

RPA
ロボットによる
業務自動化

ビッグデータ
AI・IoT

DXで企業を変える！

証券コード 3844

売上高10期連続増収、営業利益9期連続増益 過去最高を更新！
創業以来
年平均成長率

更なる高成長を！
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（売上高）
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AIベンチャー企業との資本業務提携

代表取締役会長 
CEO 向 浩一

代表取締役社長
COO 澤田 千尋

メインフレーム全盛期 グループウェアソリューション事業
情報共有、ワークスタイルの変化

Webソリューション事業
技術革新（インターネット）

マネージドサービス
インフラ構築・運用への拡大

グローバルなパッケージベンダーとの連携
パッケージソフトベースのシステム開発

クラウド・コンピューティング
グローバルなクラウドプラットフォーマーとの連携

デジタル・トランスフォーメーション（DX）
クラウド＋ビッグデータ・AI・RPA・ブロックチェーン

得意分野を確立した10年 上場の10年 コムチュア2.0
85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20（年）

創業期の10年

メイン
フレーム時代

クライアント
サーバ時代

Web
コンピューティング時代

クラウド・
コンピューティング時代 ＆ DX時代

絶え間ない
イノベーションに
対応してきたから

デジタル産業革命（第四次産業革命）

「ささやきをカタチに」
お客様の“ささやき”を
大切にしながら

新しい技術を取り入れ、
“カタチ”にしてご提案しています。

新しい
ビジネスモデル
へ進化！

コムチュアの
成長領域

デジタル・トランスフォーメーションで企業や社会を変革する
TOP MESSAGE

デジタル技術を活用して企業や社会の課題を解決

企業変革を推進するデジタルソリューションパートナーとして

トップメッセージ

デジタル・トランスフォーメーション（DX）への取組み

これからの10年の「コムチュア2.0」達成に向けて

DXへの取組みの一環として、2020年
3月、株式会社Cogent Labs（コージェン
トラボ）と資本業務提携を行いました。

同社が持つ、最先端のAI技術を活用
した「手書き文字の読取り」、「文書検
索」、「データ予測」のソリューションと
当社のクラウド、デジタルソリューシ
ョンを組み合わせることでお客様に
対して更なる価値を遡及できる技術や
サービスを提供できるようになります。

今回の資本業務提携により、提案力・
技術力が向上しDX事業の更なる成長
が見込めます。

トピックス

DXとは、デジタル技術を浸透させることで人々の生活をより良いものへと「変革」することであり、既存の価値観や
枠組みを根底から覆すような革新的なイノベーションをもたらすものであります。

このDXの原動力となるのがデータです。複数の社内システム、Excelファイル、紙の資料、センサー、SNSの投稿など
様々なデータが取り込まれるようになってきています。しかしながら、実際に活用できているデータは限られて、ほと
んどのデータは宝の山に埋もれたまま活用されていないのが現状です。

コムチュアは、デジタル技術を活用し、DXを推進していくことで企業や社会の課題を解決していきます。

当社グループが事業を展開するデジタル・トランスフォーメーション（DX）市場は、企業のDXを活用しての経営改革
ニーズの高まりによって急速に成長しています。また、新型コロナウイルスの感染拡大により、テレワークなど働き方
改革への意識が高まるなど、今後更なるデジタル化が加速されるものと考えています。

このような潮流を長期的な成長の機会と捉え、当社グループはDXで企業や社会の未来の変革をリードする「Lead 
the Future」の精神のもと、デジタルソリューションパートナーとして新しい技術やソリューションを組み合わせ、ク
ラウド、ビッグデータ／AIなどのデジタルプラットフォームを活用して、高付加価値なコンサルティングなどの上流工
程のビジネス拡大や、データの分析（アナリティクス）や活用の提案の強化など、お客様のビジネス変革の担い手として
取り組んでおります。

この結果、2020年3月期は売上高がクラウドソリューション事業とデジタルソリューション事業が大きく伸長した
ことにより、10期連続の増収となり過去最高となりました。

また、提案力の強化やサービス品質・生産性向上、コンサルティング業務の拡大等、一人あたり売上高が伸長したこと
等により9期連続の増益となり、こちらも過去最高を更新いたしました。

更にこれからの10年の「コムチュア2.0」達成に向けて、絶え間なく起こるイノベーションに対応し、顧客ニーズにお
応えすることで企業や社会を変革できる「レジリエント企業」として成長してまいります。

基幹アプリケーション

既存の基幹系・
情報系システム モダナイゼーション

（新技術での再構築）

レガシー
マイグレーション

デジタル・
マーケティング

コンタクトセンター

ビジネスプロセス改革
（BPM）

働き方改革
リモートワーク

デジタルコマース

データ活用管理基盤

知識・知見を見つける
IT基盤システム

お客様接点

お客様との接点強化を
実現するシステム

ハイブリッド基盤 （クラウド＋オンプレミス）

会　計 販売管理 生産管理

マーケティング 人事・給与

基幹システム

経営情報の見える化
（BI）

データ管理（データ統合、名寄せ）

デジタル化

データの整理・統合 データの分析・活用

統合データ
ベース

アナログ
データ

クラウド基盤
（Paas/Saas）

データ活用

デジタライゼーション（ビジネスプロセス変革）

デジタイゼーション
（やり方を変える）

データ活用

コムチュア DX

株式会社Cogent Labs との資本業務提携で
AIビジネスの更なる加速を図ります

デ
ー
タ
収
集

デ
ー
タ
収
集

DX時代を担う「デジタルソリューション
パートナー」として、お客様の経営課題解
決とイノベーションを積極的に推進する

最 先 端 の 人 工 知 能 研 究・開 発 と 関 連 
ソリューションサービスを提供し、最先端
で実用的なAIサービスの開発・提供を行う

シナジー効果

両社の強みを組み合わせ
新しいソリューションの開発・新規ビジネスを創出

1
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Before Before

セキュリティ対応がネックになり
テレワークの対応が進まず

クラウド経由の仮想アクセスで
自宅の個人PCからでも安全に接続

After After

働き方改革の一環としてテレワークが浸透してきました。テレワークを進めていく際に、問題となるのがセキュリティ
です。自宅で個人PCを使用する際には、社内ネットワークへの接続やPCへの業務データのダウンロード防止などが課題
になります。クラウド上に会社PCの仮想環境を作ることで個人PCから会社PCを操作できるようになり、個人PC内には
データは一切残りませんので、安全にテレワークを行えます。

社内会議の際に、複数の国籍の社員が一堂に参加する場合も多く、異なる言語での発言内容は参加者全員の会議の場での
コミュニケーションを妨げ、会議後の議事録の作成にも翻訳作業の手間やコストがかかっていました。
AI技術（IBM Watson）を組み込んだ音声認識・翻訳ソリューションを利用することで会議の中での発言がリアルタイム
で自動に翻訳・テキスト化され、会議は活発化し、質も向上しました。

VDI（デスクトップ仮想化）を活用し、社内システムへの安全なアクセスを実現

テレワーク環境構築による「働き方改革」支援 会議で飛び交う複数言語を
AIでリアルタイム自動翻訳

外国語の壁を無くし、会議を円滑に進める自動翻訳ソリューション 
（グローバルな製造業様の事例）

地方自治体などに届く申請書の8割以上は紙で送られてきます。申請書に書かれた住所や名前のPCへの入力や、申請者に
返送する文書の作成は手作業で行わなければならないため手間やコストがかかっていました。AI-OCRとRPAを組み合
わせ、申請書の文字の読み取りから返送文書の作成までを自動化することで、業務効率化と時間短縮を実現し、サービス
向上に繋げました。

給付金申請書の手書き文字を
AI－OCRで自動読み取り

AI-OCRやRPAで自治体などの給付金対応業務を自動化する企業との連携

1 クラウド事例 3 デジタル事例

2 デジタル事例

お客様のデジタル・トランスフォーメーションを実現 するコムチュアのソリューション／取組み事例

これまでは、会議メンバーの発言の
聞き逃しや外国語の理解の誤りが多発

音声自動テキスト化により多国籍メンバー
参加の会議でもコミュニケーションの質UP

話の内容が曖昧
議事録が追いつかない

In this
meeting…

Good
morning…

おはよう
ございます…

◦ リアルタイムで会議中の音声をテキスト化
◦ テキストデータの保存・編集・書き出し可能
◦ 企業独自に使われる専門用語を登録し、学習可能
◦ 音声認識の対象言語は8カ国

In this
meeting…

Good
morning…

おはよう
ございます…

画⾯表⽰例

SpeakerA おはようございます おはようございます
SpeakerB おはようございます Good morning
SpeakerC このミーティングでは In this meeting

… … …

デジタル化時代の進展に伴いますま
すIT技術の必要性が高まってきてお
ります。
そうした中で当社では「デジタル
ラーニングスクエア」を新設し、教育
ビジネスを拡充してまいります。こ
れまでの集合研修教育だけではな
く、オンラインやe-ラーニングなど時
代のニーズに合った研修を積極的に
取り入れ、多様な研修開催方式を提
供していきます。

オンライン研修やeラーニングを取り入れ、多様な開催方式を提供

デジタルラーニングスクエア開設

所在地

〒135-0063 東京都江東区有明3-7-18 
有明セントラルタワー9階
TEL：03-5962-4460　
FAX：03-5962-4461

アクセス

ゆりかもめ線
有明駅、東京ビッグサイト駅下⾞・徒歩4分
東京臨海高速鉄道線
国際展⽰場駅下⾞・徒歩5分

トピックス

IT技術を使いこなす
デジタルリテラシー

向上

個人PC

自宅や
外出先など

自宅や
外出先など

個人PC

個人PC通勤・出社

社内のPC環境に仮想アクセス

セキュリティ

Webアクセス
対応

社内システム

社内
システム

社内PCの
仮想環境

通勤・出社

給付金等の申請書の
手書き文字を
自動読み取り

RPAで返送文書の
作成を自動化

自治体などの大量の紙の
給付金等の申請書

デジタル化

RPA

自宅へ送付

AI-OCR

3



COMTURE CORPORAT ION COMTURE CORPORAT ION 6

2021/3
（予定）

2020/32019/32018/32017/32016/32015/32014/32013/32012/32011/32010/32009/32008/32007/32006/3

3Q配当金（単位：円）
期末配当金（単位：円）

中間配当金（単位：円）
1Q配当金（単位：円）
配当性向（単位：%）

0.83 1.11 1.22 1.44 1.56 1.67 2.06
4.33
2.50
1.83

4.33

7.00

2.67

4.00

8.00

4.00

6.33

11.00

4.67

3.83
12.83

3.00

3.00

3.00

5.20

3.70

16.24

3.67

3.67

9.75

24.00

4.75

4.75

4.75

12.411.9 13.2
15.9

22.6
25.5

36.1
39.6 38.9

28.7

16.4

33.9

39.2

7.75
7.25

29.00
31.00

7.75

7.75

7.75

7.25

7.25

7.25

47.746.6

35.2

0.83円
増配

1.53円
増配

5.00円
増配

0.33円
東証一部上場
記念配当

0.33円
30周年
記念配当

5.00円
増配

2021年3月期の 
優待込みでの配当性向の合計は58.0％となります

（300株保有の場合）

売上高

自己資本比率/ROE

営業利益/営業利益率

キャッシュ・フロー

売上高（百万円）

11,349

2016/3

21,00020,932

16,383
13,897

18,070

2020/3 2021/32019/32017/3 2018/3

当社自己資本比率（％）

2019/3 2020/32016/3 2017/3 2018/3

当社ROE（％）
東証一部上場企業平均ROE（％）（※）

58.4

27.7

7.3

53.3

9.1

56.6

31.9

8.3

69.4

26.0

8.8

75.8

19.5
29.7

7.9

営業利益（百万円）
営業利益率（％）

2,833
3,045

1,968

1,293
1,522

2,570

2020/3 2021/32019/32017/32016/3 2018/3

13.5
14.5

11.4

12.0
11.0

14.2

営業活動によるキャッシュフロー（百万円）
投資活動によるキャッシュフロー（百万円）

財務活動によるキャッシュフロー（百万円）

2020/32019/32018/3

1,735

-701

50

2,173

-109

1,544

-643

378

1,953
8,893

4,200
7,809

現金及び現金同等物の期末残高（百万円）

※出所  みずほ証券

主要連結財務データ
科　目 2016/3 2017/3 2018/3 2019/3 2020/3 2021/3

（計画）
経営成績（百万円）
売上高 11,349 13,897 16,383 18,070 20,932 21,000
営業利益　 1,293 1,522 1,968 2,570 2,833 3,045
経常利益 1,295 1,542 2,010 2,575 2,867 3,045
親会社株主に帰属する当期純利益 823 1,061 1,395 1,807 1,974 2,070
財政状況（百万円）
総資産 5,582 7,285 8,600 12,988 14,771 −
純資産 3,261 3,883 4,872 9,019 11,195 −
キャッシュ・フロー（百万円）
営業活動によるキャッシュ・フロ ー 780 933 1,953 1,544 1,735 −
投資活動によるキャッシュ・フロー △103 △627 378 △109 △701 −
財務活動によるキャッシュ・フロー △252 △90 △643 2,173 50 −
現金及び現金同等物の期末残高 2,297 2,513 4,200 7,809 8,893 −
1株当たりデータ（円）
当期純利益 28.31 36.45 47.85 61.25 62.17 64.97
純資産 111.92 133.26 166.91 288.56 351.27 −
配当金 11.0 12.8 16.2 24.0 29.0 31.0
主要経営指標（％）
総資産利益率（ROA) 15.8 16.5 17.6 16.8 14.2 −
株主資本利益率（ROE） 27.7 29.7 31.9 26.0 19.5 −
自己資本比率 58.4 53.3 56.6 69.4 75.8 −
配当性向 38.9 35.2 33.9 39.2 46.6 47.7

保有株式数 300株（3単元）以上
優待品の内容 QUOカード（クオカード）1,000円分
発行基準日 3月31日 9月30日
贈呈の時期 6月下旬 12月上旬

コムくん

コムチュアの
イメージ
キャラクター

0 5 10

デジタルトランス

フォーメーションで

社会や企業を変革 
させるぞ！

配当支払いスケジュール
配当金受領株主確定日 配当支払い開始日(予定)

第1四半期配当金 2020年  6月30日 2020年  8月31日

第2四半期配当金 2020年  9月30日 2020年11月30日

第3四半期配当金 2020年12月31日 2021年  2月26日

第4四半期配当金 2021年  3月31日 株主総会における承認日の翌営業日

16期連続増配を計画
配当性向47.7%を
予定

前期比
15.8％UP

高成長・高収益
による高ROE

ファイナンスによる
高い自己資本比率

1,000円分のQUOカードを
年2回贈呈いたします。

安定経営により四半期業績も安定しているため、
7.75円の配当を年４回（2021年3月期）
実施いたします。

※ 当社は、2017年10月1日を効力発生日として普通株式1株につき3株、2019年10月1日を効力発生日として普通株式1株につき2株の割合で株式分割を行って
おります。これに伴い、2016年3月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、1株当たり純資産及び1株当たり当期純利益を算定しております。

※ 2017年10月1日を効力発生日として普通株式1株につき3株の割合で、2019年10月1日を効力発生日として普通株式1株につき2株の割合で、株式分割を行って
おります。これに伴い、2006年3月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、1株当たり配当額を算定しております。

評価基準
（評価時点）

配当金

株主優待制度

四半期配当制度

2019年10月1日付で１株につき２株の株式分割を行いました
投資単位あたりの金額を引き下げることにより、投資家の皆様がより投資しやすい環境を整え、当社株式の流動性の向上
と投資家層の更なる拡大を図ることを目的に、株式分割を行いました。
株主優待制度の対象となる保有株式数は「300株（3単元）以上」と据え置いたため、実質的な優待制度の拡充と 
なりました。

自社の資本コストを意識し、それを上回る資本生産性を実現する｢企業価値向上経営｣を実践することで、高いROEを維持し
ております。このような｢企業価値向上経営｣が高いレベル且つ安定的に達成できていることが評価され表彰されました。

INFORMATIONインフォメーション

企業価値を高める経営に対する外部の評価 株主還元
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● 高付加価値化経営／一人当たり売上高 毎年5.0%以上アップ　　● 高収益企業／高ROE、高営業利益率　

● 高配当性向　　● 高成長企業／売上高年平均成長率（2015～2018年度） 16.8％

前期比
10.2％UP
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〒141-0032
東京都品川区大崎1-11-2 ゲートシティ大崎イーストタワー9Ｆ・15Ｆ
Tel : 03-5745-9700   Fax : 03-5745-9715

※ 2019年10月1日を効力発生日として、普通株式1株につき2株の割合で株式分割を行って
おります。分割前の株価は、株価の連続性を維持するため分割後の値に調整しております。

商 　 　 　 号 コムチュア株式会社
英文会社名:COMTURE CORPORATION

本 社 所 在 地 東京都品川区大崎一丁目11番２号
WEBサ　イ　ト https://www.comture.com/
設 　 立 　 年 　 月 1985年1月
資 　 　 本 　 　 金 10億2,212万円
従 　 業 　 員 　 数 1,335名
事 業 所 大阪事業所、名古屋事業所

個人投資家向け活動

IR説明会を通して、事業方針・決算数値の説明や質疑応答などを行っており
ます。
2019年度は5回開催し、今年度も同数を計画しております。
また、直接お会いできない方に向けては、年に２回決算説明動画を公開して
おります。

機関投資家向け活動
（国内活動）

2019年度より、四半期毎に決算説明会を開催し、代表取締役会長、代表取
締役社長が直接、決算内容や今後の事業方針の説明を行っております。
また、従来通り四半期毎に35社程度の機関投資家と個別に対話を行います。
加えて、証券会社主催のカンファレンスにも参加し、国内外の投資家との対
話の機会を増やしております。

機関投資家向け活動
（海外活動）

ニューヨーク・香港・シンガポールへ出張し、投資家と積極的な対話を進めて
おります。

会社概要（2020年4月1日現在）

代 表 取 締 役 会 長CEO 向　　　浩　一
代 表 取 締 役 社 長COO 澤　田　千　尋
常 務 取 締 役 野　間　　　治
取 締 役 二　村　　　修
取 締 役 亀　井　貴　裕
取 締 役 向　井　健　治
社 外 取 締 役 佐々木　　　仁
社 外 取 締 役 都　築　正　行
社 外 取 締 役 土　地　順　子
監 査 役 田　村　誠　二
社 外 監 査 役 井　上　信　一
社 外 監 査 役 石　原　　　明

取締役および監査役 （2020年6月23日現在）

株価チャート

株主名 所有株式数（株）所有比率（％）
有限会社コム 6,540,000 20.52
INVESCO ADVISERS, INC. - INVESCO 
OPPENHEIMER 
GLOBAL OPPORTUNITIES FUND 

（常任代理人 シティバンク、エヌ・エイ東京支店）
3,000,000 9.41

GOLDMAN, SACHS& CO. REG 
（常任代理人 ゴールドマン・サックス
証券株式会社）

1,978,901 6.21

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社（信託口） 1,801,900 5.65

コムチュア社員持株会 1,479,300 4.64
日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口） 1,372,700 4.31

株式会社三菱UFJ銀行 900,000 2.82
向 浩一 771,500 2.42
JP MORGAN CHASE BANK 385632 

（常任代理人　株式会社みずほ銀行決済営業部） 667,200 2.09

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社（信託口5） 447,600 1.40

（注） 当社は、自己株式370,158株を保有しております。また、持株比率は、自己株式を
控除して計算しております。

大株主の状況

発 行 可 能 株 式 総 数 104,400,000株
発 行 済 株 式 総 数 32,241,600株
株 主 数 6,332名

株式の状況

決算期 3月31日
定時株主総会 6月
株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

同事務取扱場所
（連絡先・照会先）

東京都府中市日鋼町一丁目1番
〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
TEL ： (0120)232-711(通話料無料）
TEL ： (042)204-0303(通話料有料）

公告方法
電子公告により、当社WEBサイトに公告いたします。但し、
やむを得ない事由により電子公告をすることができない場
合は日本経済新聞に公告します。

ご注意
1.  特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ

信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機
関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。

2. 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

株主メモ

全ての株主様に公正且つ平等に情報発信、決算内容は当社WebサイトやTDnetで
迅速に公表しています。

株主・投資家の皆様との対話は、企業価値向上のためには欠かせないものと重視しており、代表取締役会長および代表取締役
社長自らが投資家との対話を積極的に行っております。会社の理念、事業方針、業績を達成するための管理手法など、当社への理
解を深めて頂く対話を心掛けております。

IRイベント登壇

ラジオNIKKEI
「コムチュアIR特集」出演

株式データ（2020年3月31日現在）会社データ
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